
・日本では、当初は「化学物質等安全データシート」(Material Safety Data Sheet : MSDS)と 
   呼ばれていましたが、2012年4月に、国連のGHS「化学品の分類および表示に関する世界調和 
 システム」(Globally Harmonized System of Classification and Labeling of Chemicals : GHS) 
   での略称 SDS (Safety Data Sheet)／( JIS Z 7253:2012 で標準化）になりました。  

・ SDSとは、事業者が化学物質や製品を他の事業者に出荷する際に、その相手方に対して、 
    その製品に含まれる化学物質に関する情報を提供するための資料です。 
 

・ 第一種指定化学物質 
      （PRTR制度の対象物質にもなっている化学物質 ： 462物質）、 
    第二種指定化学物質 
      （ PRTR制度では対象となっていませんが、SDS制度では対象となっている化学物質 : 100物質）、 
    及びこれらを含む 一定の製品についてこのSDSを提供することが義務化されています。 

・SDS(MSDS)「化学物質安全データーシート」について 

国連の「化学品の分類および表示に関する世界調和システム(GHS)」に基づく 
化学品の危険有害性情報の伝達文書です。 
  

 
 
SDSには、日本語で、以下の事項を記載しなければなりません。 
 
１ 化学名及び会社情報※1 
      化学品の名称、供給者の会社名称、住所及び電話番号など 
２ 危険有害性の要約 
３ 組成及び成分情報 
      化学名又は一般名及び濃度又は濃度範囲など 
４ 応急措置 
５ 火災時の措置 
６ 漏出時の措置 
７ 取扱い及び保管上の注意 
８ ばく露防止及び保護措置 
９ 物理的及び化学的性質 
10 安定性及び反応性 
11 有害性情報 
12 環境影響情報 
13 廃棄上の注意 
14 輸送上の注意 
15 適用法令 
16 その他の情報 
       訓練の必要性、推奨される取扱い、制約を受ける事項、出典の記載など 

PRTR制度（Pollutant Release and Transfer Register）とは 

     ・汚染物質の排出および移動登録に関する制度であり、有害性が疑われる汚染化学物質が、どこから、 
    どの程度、環境中へ排出されているか、あるいは廃棄物等の一部として移動しているかを把握し、 
    集計・公表する仕組みのことをいいます。 
   ・環境汚染物質排出・移動登録化学物質を取り扱う全国の事業者が１年間にどのような物質を 
      どれだけ環境中へ排出したか、あるいは廃棄物としてどれだけ移動したかを国に届出ます。 

・ JIS Z 7253：2012 SDS項目 

注）本記載内容は各規制等を理解する為の参考文章です。 
  正式な文章は、それぞれの原文を参照して下さい。 


